
　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

１番 14番
山口　初美
議員

1. 猛暑から子どもの命を守る
ため普通教室へのエアコン
設置に直ちに取りかかるべ
きだが、どう進めるか。

(1) 　エアコンの有無が命にかかわる猛
暑となり、小中学校普通教室へエア
コン設置を早急にやらなければなら
ないが具体的な計画を示せ。

市長
教育長

(2) 　遅くとも来年の夏までには、エアコ
ン設置を完了できるよう、最優先課
題として取り組むべきと考えるが、見
解を伺う。

市長
教育長

2. 受動喫煙対策の進め方に
ついて

(1) 　健康づくり推進条例を制定した自
治体として、たばこは有害で健康問
題であることを、きちんと位置づけて
取り組む必要があると考えるが、ま
ずは、喫煙実態調査に取り組まない
か。

市長

3. 国保税の子どもの均等割額
の免除について

(1) 　子育て支援として、国保世帯の子
どもの均等割額を免除できないか。

市長

4. 脱原発について (1) 　原発事故と台風や地震・津波など
が重なる複合災害を想定した、避難
計画が必要ではないか。

市長

(2) 　川内原発の敷地内では、地震や
津波、竜巻、テロ等に対する安全対
策工事が総額約１兆円（九州電力
の説明）かけて進行中であるが、果
たして、これで絶対安全と言えると
思うか見解を伺う。

市長

5. 子ども医療費の高校卒業ま
での無料化と窓口無料化に
ついて

(1) 　子どもの医療費は、現在、中学校
卒業まで無料となっているが、進ん
だ自治体では高校卒業までなの
で、本市でも拡充すべきではない
か。

市長

(2) 10月から、病院窓口での無料化が
実施されるが、準備状況はどうか。

市長

(3) 県に対し、所得制限なしで実施する
よう求める考えはないか。

市長

平成30年９月議会　一般質問通告書
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

２番 20番
田畑　純二
議員

市政最高レベルの方針を引
き出す質問として

1. 人生100年時代へ備える本市
の政策について

(1) 　人生100年時代へ向けて、市長は
本市行政をどのように運営していく
つもりか、今後の市長の政治姿勢を
伺う。

市長

(2) 　人生100年時代へ備えて、日置市
民の意識をどのように変革し、市民
の適応力をどのようにつけていくつ
もりか。

市長

(3) 　人生100年時代へ備えて、鹿児島
市他近隣市との関係をどのように深
め、お互いの共生・協働をどう図っ
ていくつもりか。

市長

(4) 　人生100年時代へ備えて、本市の
人口減少、少子高齢化、過疎対策
を、今後さらにどのように進めていく
つもりか。

市長

(5) 　人生100年時代へ備えて、本市内
の企業のあり方をどう考え、どう接し
ていくつもりか、具体的に示せ。

市長

2. 本市の財政健全化と社会保
障制度について

(1) 　本市の現在の財政健全化の現状
と課題は何で、それをどう切り開い
ていこうとする考えか、伺う。

市長

(2) 　日置市財政計画の今までの実績
評価と、今後の本市の社会保障制
度等の進め方はどうするつもりか。

市長

(3) 　本市では財源不足への対応をど
のように進めてきており、財政健全
化をどう図っていくつもりか。

市長

(4) 　本市では、その時の財政状況を
市民に対してどの程度、どう知らせ
て、予算編成の見える化をどう進め
ているか。

市長

3. 明治維新150周年に向けて
の本市の対応について

(1) 　これに対しての３月議会の私の一
般質問への答弁後、本市ではどう
進めているか、具体的に分かりやす
く示せ。

市長
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質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

３番 ６番
福元　　悟
議員

1. 農地転用について (1) 　農振農用地区域に係る区域除
外申請の現状について

市長

ア 　前年度の申請件数と除外実績
は。

市長

イ 　市街地近郊農地に対する考え方
は。

市長

ウ 　本年度策定の都市計画マスター
プランとの再調整を図らないか。

市長

(2) 　農地転用の考え方について 農業委員会
事務局長

ア 　市街地近郊農地の転用申請に対
する基準と例外について、どう対応
しているか。

農業委員会
事務局長

2. 雑草等の再資源化について (1) 　市道や公園等の雑草処理の現状
について

市長

ア 　処分の現状と諸経費はどのように
なっているか。

市長

イ 　市道や河川愛護作業から出た自
治会からの処分依頼は、どのような
状況か。

市長

ウ 　堆肥化を図り、市民へ提供できな
いか。

市長

エ 　民間事業者と連携は図れないか。 市長
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平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

４番 ７番
山口　政夫
議員

1. 防災に関する質問 (1) 　防災生活物資等備蓄は一カ所に
集積しているが、各支所および地区
公民館等への分散備蓄が重要と考
えるが、市長の考えと、今後の計画
は。

市長

(2) 　原子力避難計画では、30キロ圏
内の自治会別に避難所が指定さ
れ、10カ所の地区公民館、126カ所
の自治公民館、小中学校体育館、
福祉センター等が該当し、周知をさ
れていると思うが、指定避難所へは
どのように周知し、認識させている
か。
　また、指定避難所での受け入れ等
についての指導、訓練はどのように
行っているか。

市長

(3) 　日置市の一般災害避難所は46カ
所指定し、日置市避難所運営マ
ニュアルを平成28年7月に制定され
ている。
　現在までのマニュアルの実施状況
は。
　また、今後の取り組みをどのように
考えているか。

市長

(4) 　日置市避難所は46カ所指定し、う
ち地区公民館が15カ所指定されて
いる。
　26地区公民館のうち15カ所が避
難所指定され、③で述べたマニュア
ルに沿って運営組織が設置されて
いると思うが、６月議会で提案した
地区を核とした防災体制に近いもの
が、すでに６割の地区館で組織され
ていることになる。
　以上の事から、地区公民館に事
務局を置き、地区を核とした地区防
災体制を構築するべきであるが、市
長はどう考えるか。

市長

(5) 　地区公民館は条例公民館であり、
停電等における電力確保のため、
最低、行政パソコン通信システムの
電源を確保するための小型発電機
を整備することが重要であるが、市
長はどう考えるか。

市長

(6) 　防災行政無線システムを導入した
が、導入前、地区公民館単位での
放送も可能と説明があったが、今現
在は出来ていない。
　地区公民館単位の放送を出来る
ようにしないか。

市長
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質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

５番 15番
西薗　典子
議員

1. 災害時の住民意識と市の姿
勢について

(1) 　気象庁が出す「特別警報」で、自
治体が避難指示を出しても、住民の
うち、実際に避難所に逃げたのは、
３％未満であった、との報道がある。
　そして、逃げ遅れた住民に犠牲が
出ている。
　多発する大災害に対して、気象
庁、自治体、住民などの認識、伝
達、行動の在り方に課題を感じる。
　市としてどう考え、分析、対応すべ
きと考えるか伺う。

市長

(2) 　予測が難しい大地震や津波、火
山爆発などに関して、同様な課題を
市民も含み、どう捉え、分析、対処
すべきと考えるか。
　避難者の受入れの場合もあるかと
推察するが、含めて伺う。

市長

(3) 　大地震や津波、火山爆発に原発
災害が加わる可能性も否定できな
い。
　家屋倒壊や吹き積もる火山灰など
の中、原発事故が加わる場合、市
民を含め、どう分析、対処すべきと
考えるか伺う。

市長

2. 川内原発への対応について (1) 　事故時、適切に飲めば内部被ばく
を防ぐ「安定ヨウ素剤」を該当する希
望者への事前配布があった。
　各自で、県薬務課へ申請して、説
明を受けて受けとる形だったが、「知
らなかった」という人があまりにも多
かった。
　周知の在り方に配慮不足を感じた
が、どう考えるか。
　また、再度配布が必要と思うがどう
か。

市長

(2) 　いわき市は、事故が起こってから
は住民を守れないとして、40歳以下
全員に、ヨウ素剤を家庭に郵送し
た。
　また、昨年６月議会で日置市議会
は、安定ヨウ素剤を日置市内希望
者に事前配布すべしという意見書
を、全会一致で採択した。
　県は、30キロ圏内福祉施設などの
入所者や職員に、事前配布を決め
ている。
　放射性物質への影響が大きい子
供たちを守るため、幼稚園・保育
園・小中学校・高校に備蓄すべきと
考えるがどうか。

市長

(3) 　高レベル放射性廃棄物の最終処
分場や、使用済み核燃料の中間貯
蔵施設の適地が示されている。日
置市も半分くらいが適地とされた。
日置市も、「核ゴミ拒否条例」を検討
すべきではないか。

市長
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

６番 ３番
是枝みゆき
議員

1. 日置市立小中学校校舎整
備事業について伺う。

（1） 　本年度の７月と９月の教室室内温
度の実態（状況）を伺う。

市長
教育長

（2） 　８月22日、2019年度の国の概算要
求で、公立学校の施設設備に約
2400億円を盛り込む方針を固めた
との報道があった。
　エアコン設置について、３月議会
で市長より、総合計画等に載せ、財
源を充てていかなければならないと
答弁をいただいてるが、どのような
計画ができているか伺う。

市長
教育長

（3） 　年々気温も上昇していくが、体育
館での体育授業や行事等の使用に
あたり、暑熱対策はどうしているか。

市長
教育長

2. 災害時の避難所について伺
う。

（1） 　災害時には、避難所としても使わ
れる施設として、災害時の利用を想
定した防災機能の状況はどうか。

市長

3. 災害発生時の生活物資備
蓄について伺う。

（1） 　旧伊集院老人福祉センターに備
蓄されている物資の状況と今後の
課題は。

市長

（2） 　乳幼児や高齢者などの要配慮者
用の食料品の備蓄はなされている
か。

市長

（3） 　旧伊集院老人福祉センターでの
備蓄は限界があると考える。
　各避難所等の備蓄倉庫の設置を
考えないか。

市長
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平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

７番 11番
橋口　正人
議員

1. 温泉給湯事業について (1) 　老朽化により、中継ポンプから砂
丘荘までの配管の布設替工事等を
しないといけないと思うが、現状を伺
う。

市長

(2) 　吹上湯之元地区から中継ポンプ
までの2.7km、さらに砂丘荘までの
1.3ｋｍ、計４kmの工事はいつ頃に
行う予定としているか。
　着工するとしたら、予算はいくらぐ
らいかかるのか伺う。

市長

2. 今後の吹上砂丘荘のあり方
について

(1) 　年々、宿泊者が少なくなり、運営も
厳しくなる中で、2020年10月の鹿児
島国体で、レスリング競技の開催が
吹上浜公園体育館に決まり、また、
サッカー場建設も進んでいる中で、
選手・関係者の宿泊施設は足りるの
か、受け入れ状況はどうか伺う。

市長

(2) 　一般会計より、施設整備や運営費
に５年間で、4200万ほど繰り入れて
いるが、今後、どのように運営するの
か運営方針を伺う。

市長

(3) 　砂丘荘あり方検討委員会で、砂丘
荘への湯之元地区からの源泉給湯
を廃止してはどうか、という意見が
あったと聞くがどうか。

市長
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

８番 １番
桃北　勇一
議員

1. 市職員のスキルアップにつ
いて

(1) 　職員は研修制度を利用し、積極
的に取り組んでいるか。

市長

(2) 　職員に必要な資格取得は十分に
進んでいると考えているか。

市長

(3) 　職員から市長への施策提案方法
と、昨年度の提案状況はどうだった
か。

市長

2. ６次産業化について (1) 　市長の考える６次産業化とは、ど
のような取り組みか。

市長

(2) 　昨年度と本年度の６次産業化の取
り組み結果と状況はどうか。

市長

(3) 　現在、６次産業化を予想している１
次産業品目は何か。

市長

3. 子どもの貧困について (1) 　日置市における「子どもの貧困」と
は、どのように定義付けているか。

市長

(2) 　取り組んでいる支援策は。 市長

(3) 　「子どもの貧困調査」に取り組まな
いか。

市長
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平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

９番 17番
坂口　洋之
議員

1. 台風・集中豪雨等の防災対
策について

(1) 　７月の西日本豪雨において、各地
で甚大な被害が発生したが、今回
の教訓と、防災への課題は何か。

市長

(2) 　特別警報・土砂災害警戒警報・注
意報や、避難に関する（避難指示・
避難勧告・高齢者避難開始等）防
災用語が理解しにくいとの声があ
る。
　今後の周知について、どのように
考えるか。

市長

(3) 　今回の西日本豪雨では、要援護
者（高齢者・障がい者等）の災害情
報・避難のあり方、避難所設置につ
いて課題が指摘されたが、今回の
課題の認識と改善策について、どう
考えるか。

市長

(4) 　災害メールや防災ツイッターの運
用をはかり、災害情報の充実をはか
るべきではないか。

市長

(5) 　防災リーダーの育成、防災士資格
取得者への補助金制度等を本市で
も実施できないか。

市長

(6) 　本市における土砂災害（特別）警
戒区域の状況と、安全対策につい
て、どのように取り組まれているか。

市長

2. 戦後73年、本市の平和行政
の取り組みと未来への継承
について

(1) 　29年度における、本市の平和行
政の取り組みと、戦争を知らない世
代が多くなり、風化されつつあるが、
継承への課題は何か。

市長
教育長

(2) 　本市において、軍人・民間人等、
何名程度亡くなったのか。その記録
はあるのか。
　また、空襲等の被害の状況、戦争
遺跡等はないのか伺う。

市長

(3) 　戦後73年が経過し、戦争を知らな
い世代が多く、戦争に行った方も少
なくなった今、戦争の記録・記憶の
継承など、具体的な取り組みが必要
ではないか。

市長

3. 若い世代の政治意識の向
上について

(1) 　日置市が主催する、高校生・大学
生・専門学校生等が参加する若者・
青少年議会、まちづくりの勉強会等
を夏休みに開催できないか。

市長

(2) 　今年１月に、日置警察署と教育委
員会が実施した、第１回子ども議会
の状況はどうであったか。

市長
教育長

(3) 　昨年９月議会で、成人式の実行委
員会と、まちづくりについての意見
交換会の開催について、市長に質
問したが、その後の状況はどうか。

市長
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

10番 2番
佐多　申至
議員

1. (1) 　生活環境や保護者の就労形態な
ど多様なニーズがある中、保育士の
問題など含め、本市の保育サ－ビ
スの現状はどうか。

市長

(2) 　本市の生活困窮の現状をどう捉え
ているのか。

市長

(3) 　車椅子や乳母車、障がいのある方
等誰でも安心して通行できる歩行空
間の整備の進捗状況はどうか。

市長

(4) 　高齢者・障がいのある方などのた
めの都市公園等のトイレ、バリアフ
リー化の施設整備の進捗状況はど
うか。

市長

2. 第５期障がい福祉計画に基
づく、地域で安心して暮らす
ための環境整備について

(1) 　本計画の対象となる障がい者が増
加傾向にある中、本市の福祉サ－
ビスは、どのような体制もしくは環境
整備に努めていくのか。

市長

(2) 　対象者が増える中、本市の就労
支援や障がい児通所支援の今後の
動向をどのように捉えているか。

市長

(3) 　本市の障がい者雇用の現状はどう
か。

市長

第３期日置市地域福祉計画
に基づく、安全で安心して、
誰もが快適に暮らせるまち
づくりについて
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

11番 12番
黒田　澄子
議員

1. (1) 　市民の命を守るAEDについて 市長
教育長

ア 　これまで全地区公民館に配置しな
かった理由と、その事で、これまで
に命に関わる事案はなかったか。

市長

イ 　AED設置箇所マップの作成・AED
の屋外設置・消防団消防車への配
置はできないか。

市長
教育長

(2) 　今年度の高齢者肺炎球菌ワクチ
ン接種対象者の未接種者へのリ
コールと、５年間の接種していない
市民へ啓発や対応はどうか。
　また、未接種者への救済措置を考
えないか。

市長

(3) 　今年３月議会での学校へのエアコ
ン設置の提案に、市長は「計画的に
やらねばならない」と答弁されたが、
今後の計画の詳細を問う。

市長

(4) 　生活保護世帯へのエアコン設置
に係る国の通知内容と本市の対応
は。

市長

(5) 　学校における熱中症対策を問う。 教育長

ア 　校外指導・水泳指導・体育館での
授業等を取りやめる基準と、いつ誰
の判断で決断するのか問う。

教育長

イ 　部活動での熱中症対策の現状と
課題は。

教育長

2. 市営住宅の連帯保証人制
度について

(1) 　連帯保証人要件を満たせず、入
居に至らなかったケースと主な内容
は。

市長

(2) 　民法改正を踏まえた「公営住宅の
入居に際しての取り扱いについて」
（平成30年3月30日付国土交通省
住宅局住宅総合整備課長通知）の
内容と本市の対応は。

市長

(3) 　入居時の連帯保証人の要件を廃
止する場合の課題と対応は。

市長

3. 日置市の環境政策の今後
について問う

(1) 　生ゴミ回収事業の現状と今後の取
り組み及び課題は。

市長

(2) 　事業系ゴミの分別状況と課題は。 市長

市民の命を守る政策及び熱
中症対策について
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成30年９月議会　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

12番 21番
池満　渉
議員

　人口の減少は確実に進む。
　将来に向けて、そのための準備が
必要である。

１. 　時流を掴み「どのような日
置市にしていくのか。」今回
のまちづくり市民アンケート
の結果も踏まえて市長の考
えを伺う。

（1） 　2030年、2040年、2050年の本市
の人口予測と、その人口動態を４地
域別と全市について示せ。

市長

（2） 　人口が減少していく中で、財政運
営の将来（歳入・歳出・起債推移な
ど）は、どうあるべきと見通し、これか
らどう推移させていくか。

市長

（3） 　行政組織のあり方、役所機能も変
化させざるを得ないと思うがどうか。

市長

（4） 　「市民の理解・参画・協力」が、こ
れまで以上に必要と思うが、市民へ
の啓発と協力を仰ぐためにどう進め
るか。

市長

（5） 　人が減るという将来に備えた「現
時点での本市独自の取り組み」を示
せ。

市長
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